第1回　HPCI検討総会議事概要
1． 日時

平成22年10月8日（金）18：00～19：30

2． 場所
国立情報学研究所　12階　会議室

3． 出席者（敬称略）

【ユーザコミュニティ機関】

泰地（理化学研究所）、常行（東大物性研）、今脇（JAMSTEC）、加藤（東大生産研）、青木（筑波大センター：TV会議）、高田（産応協）、稲松（FOCUS）、下條（バイオグリッド）、藤井（JAXA）、中島（原研）、堀内（核融合研）、荻野（名大太陽研）、賀谷（神大：TV会議）
【計算資源提供機関】
高井（北大センター：TV会議）、小林（東北大センター）、石川（東大センター）、阿草（名大センター）、中島（京大センター）、竹村（阪大センター）、青柳（九大センター）、佐藤（筑波大センター）、渡辺（東工大センター）、水関（東北大金属研）、家（東大物性研）、遠山（京大基礎物理研）、橋本（高エネ研センター）、牧野（国立天文台）、江原（分子研センター：TV会議）、中野（統計数理研）、嶋（JAXAセンター）、古井（JAMSTEC）、関口（産総研）、谷（原研センター：TV会議）、重谷（理研センター）、安藤（理研機構）、安達（NII）、中村（RIST）
【メインオブザーバー】

米澤（東大）、宇川（筑波大学：TV会議）、秋山（東工大）、岩本（文科省）、井上（文科省）、
【事務局】

塩崎（理研機構）、中井（理研機構）、庄司（理研機構）
4． 議題
（1） 第1回準備会合から本会開催までの経緯について

（2） HPCI準備段階コンソーシアム運営規程について

（3） HPCI検討委員会における検討事項について

（4） 平成23年度概算要求の状況について

（5） HPCI検討委員会の構成員の報告について

（6） その他
1 今後について

2 Webシステムの公開について

5． 議事概要
（1） 第1回準備会合から本会開催までの経緯について

· HPCI事務局の決定経緯について説明（事務局）。

· 資料１にしたがって第１回準備会合から本会開催までの経緯について説明（事務局）。

（2） HPCI準備段階コンソーシアム運営規程について

· メール紹介時からの変更点（HPCIコンソーシアム運営規定からHPCI準備段階コンソーシアム運営への変更、オブザーバー参加ができる条項の追加）の説明（事務局）。
· 合意を得る。

（3） HPCI検討委員会における検討事項について

· 資料３－１、３－２に従って委員会における検討事項、検討スケジュールについて説明（事務局）。

· 検討項目の中には、戦略機関の検討を見ながら対応を検討するべきものもあり、重複しないように議論していく必要がある。

· コンソーシアムの各機関の意思決定においては、手続きの期間を見込んで検討を進める必要がある。

· 作業的には様々なWGを設ける必要があるが、検討委員会全体としてWG同士の意見交換を行い、意識を共有しながら進めていくことが必要。

· 戦略プログラムはコンソーシアムとはパラレルで走っているものであるが、検討の中身はコンソーシアムに反映し、また、お互いを補完しあわなくてはならない。

· まず、検討委員会の中で論点整理を行い、検討内容の絞り込みを行う。その上で、必要に応じてWGを設け作業を行い、それを検討委員会にフィードバックして検討を行うというスタンダードな進め方で行うことになろう。

· 様々な分野・性格の計算資源提供機関があり、それらが一体的な運営体制整備を行うのには課題がある。しかし、オールジャパンでまとめる意識を持ち、全ての提供機関の資源が増えるような状態をつくることが大切。
· 次々世代のフレームワークは検討委員会および総会で考えていく。

· HPCI検討委員会での議論は必要に応じ検討総会メンバーとも情報共有し、大きな方向決めが必要な場合は総会に諮ることになる。
· HPCIのストレージなどのHPCI基本設計については、スケジュール的なことからHPCI検討委員会での優先的に検討すべき事項になる。
· 今後はHPCI検討委員会で議論を進めることで了解。

（4） 平成23年度概算要求の状況について

· 資料４にしたがって、平成23年度概算要求の状況説明（文科省）。

· 平成22年度補正予算の状況についても説明（文科省）。
· 政府でのパブリックコメントに対する意見を提出していくことは大事であろう。

（5） HPCI検討委員会の構成員の報告について

· 構成員の選考経緯について報告（事務局）。

· 産業界の人間が少ないというコメントがあったが、いろいろな形で補えるという判断で、原案に落ちついた。

· 会の正式名称は「HPCI検討委員会」。
（6） その他

1 今後について

· HPCI検討委員会での議論を検討総会のメンバーにも情報を展開しながら議論を進めていく。
2 Webシステムの公開について

· 今後、WGも複数できることもあり、縦横の情報共有が重要となる。そこで、Web上でWGの検討状況を閲覧できるようにし、コメントなどもできるような配慮を行っていきたい（事務局）。

· HPのURLについて提示（事務局）

3 その他

· コンソーシアム事務局の体制について説明（事務局）
